
1950年 9月12日皆蹴日食による地磁気変化
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On the Results Geomagnetic Observation 

at the Solar Eclipse, Sept. 12出， 1950

by Tetsuo YuMURA 

In this paper, the auther investigated the change of geomagnetic field due to the solar eclipse 
which happened at Sept. 12th, 19田， byemploying the data at the Memambetsu, Kakioka and 
A回ルfagneticObservatories, and could recognize a distinct eff釘 ton the magnetic declination. 
This effet, however, must be investiga総din future by using the more data, morphologically and 
theoreti国 Uy.

§ 1. 緒宮

地球磁場日変化の原因が太陽紫外線と上居大気の運動によるといういわゆる Dynamotheoryは

Schusterにより提言せられ，その後多くの学者によりほぼ完全たるものが成り立ち，現在ではとれ

を疑う人はない位であり， a変化磁場の斑接原因たる Equivalentcurrent systemは実在すると

いって支障ないものである．しかし，その systemu.:>i商さが不明な点（大体電離屠E居附近あるい

はそれ以下といわれているが，最近の研究によれば，偏角日変化D振巾がF~奇の瞳子範t度とかなり

関係のるる惑がわかり， E居以上の電離闘も日変化に寄与している事が定性的にわかって来た．〉及

び system内D龍気伝堪度が不明な点く覚以観測により上居霞離府の電子密度D測定は可能である

が，イオシ密度の測定が不可能で・ある．しかして電気伝部度に最も寄与するものはイオシ密度であ

る．〉のために信用し得る定量的理論はまだ略立されていたいのが現状である．いずれにしても前越

のように日変化の原因C大部分はよ居大気にあるのであるから， ζD大気中にtJ:A;等かの擾乱があ

れば当然日変化磁場にも変化が見られるであろう専は想像に難くない．

日食はとの好機を吾々に与えてくれる唯一の天然現象であって，世来も日食のある度に現地へ出

かけて行って地磁気及びとれに関連する現象の観測を施行して来た．

今回D日食は日本；に沿いては部分食であったが，般近我固に沿いても地磁気観測所がかなり分布

されて来たため，それ等の協同観測の結巣にかなり興味深い結果が期待されていた．

しかるに変化磁場は上越の日変化磁場の外に突発的に起る磁気嵐，磁気擾乱等により，非常に大

きく撹乱されるため，とのような擾乱中に日食がぶつかると折角の掛力も水泡に帰する事がしばし

ばある．

従来の日食に沿いても磁気嵐と窓なった事が何回となくあり，日食と磁気嵐というような挽まで

出たようた状態であった．
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1950年9丹12日皆既日食による地磁気変化

磁気嵐が太陽から飛来する中性電離微粒子涜によるという

Dr. S. Chapman c説は磁気嵐をかなりよく説明する事は出来

るがまだ不充分な点もあり．かつ，その実在するや否やの点に

なると全く不明であり，彼はその発見に光学的方法を採用する

事を提言したがま充実施した事を聞かたい．

彼は日食時にたいてとの粒子流は月のために遮ぎられて，地

球上に沿いて粒子日食を生ずるであろう穫を提言したが，粒子

の速度を知るべきなん等の予がかPもないために粒子日食D生

との粒子涜は大

気圏外地球半径の数倍の所に ringcuロentを形成するか，あ

るいは磁力線のまわりに trocoi品lmotionをしながら極光掛

ずる地球上回地点を定める事が出来ず．かつ，

大圏に突入していずれも磁気擾乱を形成するもDであるため

に，全地球上の極〈ー郁分に陰影を生4苦しめる日食の影響が，

巣して吾k D観測l精度にとらえられるか否かは非常に摂問であ

との磁気掻乱が地球上何処でも同じようκ起るとすれば粒る．

子日食C彫轡発見も可能であるうが，擾乱磁場は地球上D各点

に沿いてその大きさ，型を異にしているために，なゐさらその

発見は困難となるのである．

とむ親夜も粒子日食には触れず．紫外総日食による地磁気変

化を調査した．調査に当って用いた資料は女満別．柿閥， }fび

阿藤にたける地磁気記録である．

地磁気密化の栂況§ 2. 

一般に磁気活動は春秋に活慢なので今聞の観測も憂慮された

が，率いに当日は比較的静穏であったため，従来の観測結巣調

廷に比較して割合にはっきり影響か習われた

ヨえに日食当日をはさむ数日聞の磁気活動について栂説する．

9月に入った当初は比較的静穏であったが3日となるや俄然

しかしとれは衣第に減表して10日にはほとん話動的となった．

E活動を停止したが， 11日ふたたび活動を開始12日日食当日の

3時どる静穏となP日食開始のとるまでは平静な変化を辿って

日食開始と同時に幾分活動的となり，1J、磁気嵐あるい

はSnを形成している．翌13日はほとんど静穏であったが，な

いたが，
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公午前中に前日の So変化が幾分残っているのが見られた.14日以後はふたたび除々に活発とた．っ

ている．との状態は第1図に示した．

ヲたに本邦附近に＊ける日食の時費jと地磁気回変化とc関係について一宮する．日食開始，食茜，

複同時刻は次衰の通りである．

開始 食茜 復 円

女満別 11"20"' 12"32"' 13"41'刑

柿 岡 1136 12 40 13 43 

阿蘇 1148 12 35 13 21 

上表時刻すなわちJ.C.S.T.にて.u.5", 12. 511. 

13.516とろにたける equivalentcurrent system 

を北半球Cみについて図示すれば第2図のそれぞ

れ a,b, c cようになる．とれ等D図でわかるよ

うに電流はほぼ程度線粍泊って流れているため

陀，水平分力日変化磁場は零附近にあり，偏角は

極大健附近とたる．放に日食により上居電健圏の

伝部度が減少すればその影響が顕著にあらわれる

の陥偏角である事が容易に想俄せられる．

一方との時現~;i丘傍にゐける So-field <D状況は

Fig. 2 (bコ.Equiv刻印tα町回tsys凶 nof田町
diumal variation of g伺 magnetismat about 
12.5h (135 E,M.T.), the maxiillum tii:neof 
eclips申 atthe Memainbetsu Mag. Obs. 

Fiig. 2 (a). Equival田 t叩 rrentsys除mof田 lar
diurnal variation of geoma伊 etiemat about 
11. 511 (135 E, M. T. ), the beginning time of 
叫 ipseat the M回 'WJlbetsuMag. Olbs. 

ー

Fig. 2 (c). Eq凶val阻 tCt町佃tsys加 nof 回i~
diurnal variation of g伺 magnetismat a加ut
13. 5h (135 E, M. T. ), the endlng time ot 
eclipse at the Memambetsu Mag. Obs. 
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第3図に示す α江rentsystemによりわかるよう

に水平分カは零近辺にあって変化の量は非常に小

さいが．偏角は Snにより西偏に増大する．

§ 3. 日食による変化磁場

日変化磁場D型，大きさは日々異り，特に本邦

近傍CDs:P.緯度にある観測点に草ないてはモc変動が

はげしい．すたわち E-,M-, P-type c日変化

がその日その日により現われるのであるが．それ

等D型を分折決定するのもかなり困難である．

叉型許りでなく，振巾の大小は紫外線入射盆に

主っても異るであろうし，叉そc極大，極小D現

われる時刻も常に変動があり，任意の自の日変化

都！式を一義的に決定する事は非常に困難である．

Fig. 3. View of the id飽 lizedovぽ h回 delec-
tric current-sy鈴em<XJuid produce the So・ 
field. (view from the Sun) 

乙0困難さは北半球各寧におい℃大で春秋，夏季には比較的審易である．

今回白日食は困難性D少い秋に，しかも比較的静種た状態。もとに起ったために，以下述べるよ

うな方法で調査した．

女満別，柿問，阿蘇D 由記記録上仇日食の起った時期前後数時間を各成分共3分毎に読取り，か

っ当日CD01• より13日 24A CD聞の毎時値を醗取りとれ等を図示したものが第4図である．

前述のように日変化型式は毎日異るので，ー定D型を以て当日の型とする事が出来たいので，

free handで当日の目変化を推定記入すれば同国点線のようになる．

同国でもわかるように水平分力は日食時中ほとゐE変化していないが，偏角は各地共かたり減少

しているのがわかる．（酉偏を増
’lllt 12品 『3曲
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Fig. 4くa).Magnetic conditions of the eclipse day.くH町1・
zon凶白，mp.) full line : observed, do伽 dline：泊aginary
diurnal variationαirves. 

力IIとする〉

§ 2にたいて越べたよう陀との

時却にゐける So-fieldは水平分

力はほとんE変化た〈偶角は増加

する．故に上述。偏角の変化がも

しSコであるとすれば増加したけ

れぽたちたい．とれは事実に反す

るからとの変化は Soではたい．

一方もし日食の影響とすれぽと

の変化D傾向は挽明可能である．



172 1950 :t手9月12日皆様日食による地磁気変化

』IU. U柚 リ肋
, , .•~.，，.， I'.,, .. ~ •• , .. •1 ., ... 1/1 ...・.＜？..‘・・ぜ.' . • 'IJ, • , (GJl.TJ 

Fig. 4 (b), Magnetic conditions of the eclipse day and ne対 day.(Declination) full 
line:o凶 erved,dotted line : imaginary diurnal variation c田ves.

11th 12th 13tll 

• •fl ••••• '! ••..• ~ ..... 1r ..... ·~ ..... '! ....• ~ ..... •.2 ... cG.M.1; 

MemambPtsu 

』ー’‘『

Fig. 4 (c). Magnetic condions of the eclipse day and next day.くVertical白 mp.)full 
line : observed, dotted line : imaginary diurnal variation αll'V回．

第4図に沿いて偏角D変化のみに着目し，興組Q

儲より正常値を差引いたものを図示すれば第5図

くa）のようにたるがとれをγで表わせば同因。〉

のようになる．以下Cb）図について論ずる．

図にたける矢印は各地の日食開始，食茜，復同

時を示す．叉同図最左，最右D点線の時務j線は当

日食の分食開始時刻く1伊23.2m）及び終了時男j

(14喝4.伊〉くいずれも J.C.S.T.）を示す．

図により明かたように各地共分食開始時刻ごろ

より減少を開始し絡了時刻どる復帰している．し

かして各地の食茜時に沿いて極小とたっている．
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Fig. 5 (a). Deviation quantiti田 ofDeclina・ 
ti on くminutes)to beぬnsideredas the 
effect of eclipse. 
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Fig. 5 (b). Deviation quantities of D民 lina・
tion (in 1) to be considered as the effect 
of eclipse. d，ぱ鎗dcurve : observed, f凶1
四 ve: smoothed on回 byrunning avexョge
of 5 values. 

調ヨ笹に用いた方法による誤差かもしれない．

各地C変化量をγで表わせば

女満別： 9.()Y，柿岡： 6.()Y, 

阿辞 ： 2.5'l'程度である

一方各地の最大食分は

女満別： 58%，柿岡：仰1%,

岡 藤 ： 15%.であるから，日食による磁場変化

量は各地の最大食分の%に比例しているという結巣

になった．とれを最小自乗法によりまとめて表わせ

iま，

m =0.17+15.0 ρ 

よなる．ただしmは日食による磁場変化設.Pは任

意の点の最大食分である．との関係主第6図に示

す．

故に日南中附近に沿いて起る日食の皆既帯に沿い

ては約 15'>'CD地磁気変化を伴うという結巣となる．

P=Oすたわち日食帯外の地点でも日食帯にある

current systemと閉じ systemに含まれる地点で

は僅かながら影響があるという事になるが．とれは

しかし当然ある程度 7 

の変化はあってもよいようにも思われ，上肥D量 0.17＇＞＇は過少の

ようにも思われる． I 

／ 

／ ， 

§ 4. 結尾

1950年9月12日の日食に際して行われた地磁気観測資料を女満

BIJ，柿悶，阿俸について慨をし偏角に願者な影轡を認める事が出

歩たが，本調?itEはまだ序報程度を出ぬものであって，長に発展さ

せて霞雄屠観測結巣等と対照して理論的に調査を進めれば，日変

化理論にかなり役立つものが出て来る可能性があるように思われ

るが今回はとりあえず観測結果のみを報告するにとどめる．

終りにのぞみ資料を提供しで下さった柿岡地磁気観測所員D方

々及びF可能の資料を選附された太田令ir衣郎氏に謝意を表すると共
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Fig. 6. Relation between the 
magnetic change and the ma・ 
x凶 umpercentage of田 Jar
配 lipse.

に今回D日食観測に終始労をいとわなかった当所員の方々に感謝いたす衣第です．

〈地磁気観測所女満別出掛所〕


